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北部子育て支援センターの
「おはなしトントン」に集まった親子

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
連
続
小
説
を
楽
し
み
に
朝
を

迎
え
る
日
が
続
い
て
い
る
。「
舞
い
あ
が
れ
」

の
後
、
春
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
ド
ラ
マ
は
、「
ら

ん
ま
ん
」。
植
物
博
士
牧
野
富
太
郎
を
モ
デ
ル

に
し
た
小
説
で
あ
る
。

日
本
植
物
分
類
学
の
父
、
牧
野
富
太
郎
は
１

８
６
２
年
高
知
県
に
誕
生
。
幼
少
か
ら
独
学
で

植
物
の
知
識
を
身
に
つ
け
、
思
い
か
な
っ
て
上

京
し
た
。
博
士
の
功
績
に
つ
い
て
は
ド
ラ
マ
で

ご
覧
い
た
だ
く
と
し
て
、
博
士
と
深
い
親
交
が

あ
っ
た
植
物
学
者
田
中
貢
一
さ
ん
を
紹
介
し
た

い
と
思
う
。

貢
一
さ
ん
は
、
１
８
８
１
年
広
丘
野
村
に
誕

生
。
明
治
36
年
長
野
師
範
学
校
を
卒
業
し
た
後

『
信
濃
の
花
』『
花
物
語
』
を
出
版
し
て
い
る
。

『
野
村
区
誌
』に
よ
る
と
、在
学
中
皇
太
子
（
後

の
大
正
天
皇
）が
来
校
さ
れ
た
お
り
、
ト
ガ
ク
シ

シ
ョ
ウ
マ
を
ご
覧
に
入
れ
、
献
上
し
た
。
卒
業

後
長
野
古
牧
小
に
赴
任
す
る
も
、
牧
野
博
士
の

世
話
で
池
野
成
一
郎
博
士
の
も
と
に
８
年
間
助

手
を
務
め
た
。
大
正
２
年
に
帝
国
駒
場
農
園
を

設
立
、
同
５
年
か
ら
は
牧
野
博
士
の
日
本
植
物

図
鑑
の
編
集
を
手
伝
い
、
挿
絵
の
手
書
き
に
協

力
し
て
い
る
。
発
見
し
た
新
種
植
物
は
、
キ
バ

ナ
ア
ツ
モ
リ
・
ゲ
ン
ジ
ス
ミ
レ
な
ど
多
数
、
白

馬
岳
で
採
集
し
た
ク
モ
イ
ナ
ズ
ナ
に
はA

rabis 
T

anakana M
akino

と
、
名
が
付
く
。

区
誌
で
は
牧
野
博
士
と
の
手
紙
が
紹
介
さ
れ

て
い
て
興
味
深
い
。

貢
一
さ
ん
は
昭
和
40
年
２
月
、
野
村
で
亡
く

な
ら
れ
た
。 

（
Ｆ
・
Ｍ
）

植
物
学
者
二
人

https://www.facebook.com/hirookakouminkan

広丘公民館の最新情報は
Facebook ページをご覧ください。
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新年度あいさつ

広丘公民館長
三村　尚志

年
々
早
ま
る�

�
�

気
候
に
驚
き

　

早
い
早
い
と
言
わ
れ
た
今
年
の
桜
開

花
状
況
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か

記
録
を
遡
っ
て
み
た
。
１
月
７
日
に
那

覇
市
で
今
季
初
の
開
花
が
確
認
さ
れ
て

以
降
、
桜
前
線
は
約
４
ヵ
月
か
け
日
本

列
島
を
縦
断
。
本
州
で
は
東
京
が
３
月

14
日
に
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
平
年
よ
り
10

日
早
く
開
花
し
、
統
計
史
上
最
も
早
い

開
花
で
し
た
。
高
知
で
３
月
17
日
、
宮

崎
で
19
日
に
。
日
本
一
遅
い
桜
は
北
海

道
稚
内
の
「
天
北
緑
地
」
に
あ
る
最
北

の
標
本
木
で
５
月
３
日
確
認
さ
れ
た
。

平
年
よ
り
10
日
、
昨
年
よ
り
３
日
早
く

の
開
花
で
し
た
。

◇
開
花
を
早
め
る
の
は
、
春
の
気
温
だ

け
で
は
な
く
、
冬
の
適
度
な
寒
さ
も
重

要
な
要
素
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
秋

以
降
、
休
眠
中
の
桜
を
冬
の
寒
さ
で
早

め
に
目
覚
め
さ
せ
る「
休
眠
打
破
」の
強

さ
が
関
係
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
２
月
１
日
か
ら
の
最
高
気
温
を
足

し
て
、
約
６
０
０
度
Ｃ
に
な
る
と
東
京

の
桜
は
開
花
す
る
と
い
う
法
則
が
あ
る

よ
う
で
す
。
と
り
わ
け
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

は「
自
然
の
温
度
計
」と
言
わ
れ
て
い
る

ほ
ど
気
温
と
の
関
係
が
深
い
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
農
作
業
で
驚
い
た
の

は
、
田
植
え
し
た
ば
か
り
の
田
ん
ぼ
に

リ
ン
ゴ
の
花
び
ら
が
舞
い
落
ち
た
こ
と

で
す
。
５
月
４
日
の
こ
と
。
水
面
に
浮

か
ぶ
赤
い
ピ
ン
ク
の
花
。
何
十
年
来
初

め
て
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
も
い
わ
ゆ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
増
加
に
伴
う
地
球
温

暖
化
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
の
で
き
る

こ
と
は
何
か
。
み
ん
な
で
考
え
よ
う
、

ふ
る
さ
と
を
残
す
こ
と
、
地
球
を
残
す

こ
と
を
…
。

◇
今
年
の
公
民
館
事
業
の
二
本
柱
、�

〇
６
月
22
日
か
ら
始
ま
る「
文
芸
サ
ロ

ン
」。
講
師
に
郷
福
寺
名
誉
住
職
白
馬

義
文
氏
、
文
学
研
究
家
堀
井
正
子
氏
、

元
教
育
長
山
田
富
康
氏
を
迎
え
三
講
座

を
。
〇
７
月
15
日
か
ら
始
ま
る「
広
丘
学

び
の
カ
フ
ェ
」。
講
師
に
自
然
保
護
協
会

野
溝
美
憲
氏
、
元
博
物
館
長
小
林
康
男

氏
、
写
真
記
者
丸
山
祥
司
氏
を
迎
え
三

講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
地
元
の

講
師
を
中
心
に
有
意
義
な
講
座
に
な
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
是
非
、

今
年
度
も
広
丘
公
民
館
に
足
を
延
ば
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

田
植
田
の

　
水
面
に
浮
か
ぶ
　
り
ん
ご
花

　
　
　
空
の
青
さ
に

�

　
映
え
て
楽
し
也

退任された分館長・分館主事
お世話になりました！

郷 原 分 館 長　塚原　克浩さん
堅石分館主事　平林　克修さん
郷原分館主事　小林　哲雄さん
野村分館主事　三村　紀景さん

令和 5 年度 館報編集委員

委 員 長

百瀬　　宏（堅　石）
副委員長

三澤　圭輔（野　村）
委　　員

三沢　昌樹（原新田）
山崎　隆史（堅　石）
梅澤　　功（郷　原）
小澤　康士（野　村）
小野　　宏（原新田）※体協会長
三澤　　深（野　村）※専門委員
太田　秀保（野　村）※専門委員

若
き
日
の　

恩
を
胸
に　

戻
り
け
り

健
康
づ
く
り　

共
に
歩
ま
ん

�

保
健
師
　
　
藤
原
　
陽
子

下
校
中　

黄
色
い
ぼ
う
し
に

赤
い
顔　

元
気
な
声
が

支
所
を
て
ら
す

�

窓
口
担
当
　
　
石
井
　
聖
子

マ
ス
ク
取
り　

集
う
喜
び　
え
ん
て
ら
す

笑
顔
輝
き　

こ
の
縁
照
ら
す

�

窓
口
担
当
　
　
林
　
明
香

帰
り
道

夜
の
帳
お
り
て

西
空
に

宵
の
明
星

今
夜
の
主
役

　
公
民
館
主
事

�

百
瀬
　
雅
彦

風
吹
け
ど

強
か
に
立
つ　

松
林
の

新
緑
と
と
も
に

日
々
錬
磨
す
る

　
窓
口
担
当

�

藤
森
　
美
空

め
ぐ
り
逢
ひ
て

ま
だ
日
も
浅
き

た
ん
ぽ
ぽ
の

綿
毛
も
い
つ
か

地
に
根
を
張
ら
む

　
支
所
主
査

�

杉
本
　
知
奈
美

赤
彦
や

水
穂
が
出
る

狐
里

黄
色
い
帽
子
が

ふ
る
さ
と
繋
ぐ

　
支
所
長

�

西
沢
　
和
善

広丘支所職員
自己紹介短歌
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令和５年度　各分館長・主事の紹介
春
雨
に　

濡
れ
し
天
突
く　

ハ
リ
ギ
リ
の

�

身
護
る
棘
に　

負
け
じ
芽
を
摘
む

薫
風
に　

は
ら
り
と
マ
ス
ク
が
舞
い
飛
ん
で

�

明
け
ま
し
た　

裸
顔
新
年

原
新
田
分
館原新田分館長

竹沢　　誠
　

コ
ロ
ナ
禍
の
１

期
２
年
を
振
り
返

り
、
コ
ロ
ナ
を
理

由
に
公
民
館
活
動

の
休
止
、
縮
小
は

避
け
た
い
と
が
む

原新田分館主事
宮田　幸恵

　

春
先
に
区
内
で

大
変
悲
し
い
惨
事

が
起
き
、
目
の
当

た
り
に
し
た
人
々

を
震
撼
さ
せ
ま
し

た
。
先
ず
以
て
被

し
ゃ
ら
に
突
っ
走
っ
て
き
ま
し
た
が
、
果
た
し

て
皆
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
の
か
、
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
と
検
証
・
反
省
の

日
々
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
地
域
内
交
流
の
希
薄
化

に
拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
公

民
館
の
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

害
に
遭
わ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
自
分
や
家
族
の
命
、
大
切
な
財
産
を
守
る

た
め
に
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が
大
事
で
あ
る
こ

と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
原
新
田
は
今
年
も
防
災

に
特
化
し
た
運
動
会
を
開
催
し
ま
す
。
各
所
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
防
災
意
識
を
地
域
に
根
付

か
せ
る
た
め
の
方
策
を
役
員
の
皆
さ
ん
と
考
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
こ
そ　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

公
民
館

�

共
に
創
ろ
う　

賑
や
か
な
集
い

堅
石
分
館

東
雲
道　

加
速
す
新
緑　

ア
ル
プ
ス
の

�

望
み
集
め
て
疾
し
ロ
ー
ド
バ
イ
ク

堅石分館主事
本田　康弘

堅石分館長
百瀬　　宏

　

堅
石
分
館
長
を

拝
命
し
２
年
目
を

迎
え
、
引
き
続
き

ご
指
導
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

新
た
に
堅
石
分

館
主
事
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
九
州
の
熊
本

出
身
で
す
。
多
趣

味
で
、
イ
ラ
ス
ト

作
成
・
ア
ニ
メ
鑑
賞
・
カ
ラ
オ
ケ
・
松
本
山
雅

応
援
（
踏
ん
張
れ
ぇ
！
）・
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
・

ス
ノ
ボ
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
・
そ
し
て
芋
焼
酎

が
大
好
き
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
向
こ
う
の
「
新

世
界
」。
４
年
ぶ
り
の
行
事
開
催
も
多
く
、
躓

き
な
が
ら
も
前
向
き
に
先
へ
進
ん
で
い
く
所
存

で
す
。
皆
様
の
声
を
聞
き
、
共
に
広
丘
の
あ
る

べ
き
姿
の
新
時
代
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
こ
３
年
余
り
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
事
業
の

中
止
や
代
替
実
施
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
は
、
明
る
い
兆
し
が
差
し
込
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
、
感
染
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
も
、
公
民
館
役
員
と
力
を
合
わ
せ
「
集
う
」

「
学
ぶ
」「
む
す
ぶ
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
力

を
尽
く
す
所
存
で
す
。

　

一
日
も
早
い
日
常
が
訪
れ
る
こ
と
を
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

新
緑
を　

眺
め
な
が
ら
の　

代
掻
き
作
業

新
米
握
り
の
秋
想
い
な
が
ら

マ
ス
ク
類　

普
段
見
慣
れ
た
顔
に
な
り

�

マ
ス
ク
無
し
世
に　

笑
顔
あ
ふ
れ
る

郷
原
分
館郷原分館主事

赤羽　　透
郷原分館長
塩原　玉基

　

こ
こ
数
年
、
コ

ロ
ナ
に
よ
り
公
民

館
活
動
が
縮
小
・

中
止
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

区
民
の
皆
さ
ん
が

　

生
活
習
慣
が
一

変
し
て
、
様
々
な

規
制
の
中
で
苦
し

い
想
い
を
し
て
き

た
コ
ロ
ナ
禍
で
の

３
年
間
。
徐
々
に

以
前
の
様
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
様
に
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
定
年
後
、
ア
ス
パ
ラ
・
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
・
米
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

音
楽
好
き
で
、
ソ
ー
ナ
イ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
い
う
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
の
リ
ー
ダ
ー
で
ト
ラ

ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い
て
い
ま
す
。

　

広
丘
音
楽
祭
な
ど
発
表
の
場
が
復
活
す
る
の

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

規
制
が
外
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が
復

活
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

広
丘
公
民
館
で
も
、
行
事
に
関
し
て
は
、
少

し
ず
つ
元
の
状
態
に
戻
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
、

違
う
視
点
で
の
行
事
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

知
恵
を
絞
り
、
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
公
民
館
活
動
に
取
組
み
ま
す
。
是
非
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

散
歩
道　

こ
の
花
の
名
は　

仏
の
座

�

春
の
七
草　

食
べ
れ
る
の
か
な

三み

年と
せ

ぶ
り　

旧
友
た
ち
と
の　

再
会
に

�

歓
喜
も
コ
ロ
ナ
の　

長
き
を
思
う

野
村
分
館野村分館主事

三澤　圭輔
野村分館長
石坂　恵二

　
「
縁
を
尊
び
、

そ
の
縁
に
随
う
」

と
い
う
私
の
好
き

な
言
葉
が
あ
り
ま

す
。

　

皆
が
、
公
民
館

　

３
年
間
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
各
地

区
で
長
く
続
い
て

き
た
行
事
も
中
止

を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
野
村
区

活
動
を
通
じ
て
、
沢
山
の
人
と
出
会
い
侍
ジ
ャ

パ
ン
日
本
代
表
選
手
た
ち
の
よ
う
に
爽
や
か
に
、

一
生
懸
命
物
事
に
取
り
組
め
た
ら
い
い
と
思
い

ま
す
。

　

広
丘
公
民
館
も
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

皆
が
集
い
、
元
気
を
も
ら
え
る
場
所
で
あ
っ
た

ら
と
願
い
ま
す
。
新
た
な
取
り
組
み
や
、
楽
し

い
出
会
い
が
生
ま
れ
る
事
を
期
待
し
今
年
度
も

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
昨
年
、
今
ま
で
の
行
事
に
関
し
て
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
い
、
多
く
の
区
民
の
皆
さ
ん
が
参

加
で
き
る
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
合
っ
た
公
民
館

の
行
事
を
模
索
し
て
お
り
ま
す
。

「
集
う
」「
学
ぶ
」「
む
す
ぶ
」
に
つ
な
が
る
公

民
館
活
動
と
な
る
よ
う
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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●文 化 部
講座名等 内　　容

第21回広丘音楽祭 小中学校合唱部・吹奏楽部や、広丘地区文化サークルが出演し、音楽を通して地域の交流
を図ります。

広丘地区文化祭 小中学校・児童館や、広丘地区文化サークルの作品展示、各種団体の体験活動など、広丘
地区の文化の祭典を開催します。

地域の皆様が公民館で「集う
4 4

」「学ぶ
4 4

」「つながる
4 4 4 4

」ことを目標に公民館事業を実施してまいります。

●館報編集委員会
内　　容

公民館報「広丘」の発行 広丘地区の公民館活動等の情報発信します。年３回発行。

講座名等 内　　容
平和学習会 終戦後80年に向け、学習会や戦争関連の施設見学をします。
人権学習会 分館における人権学習会の支援をします。
古文書講座 堅石・郷原に伝わる古文書を読み解き、当時の生活ぶりや歴史を学びます。
文芸サロン 様々なテーマの講演会と演奏や実演を組み合わせ、「学びといこいのひととき」を提供します。

広丘学びのカフェ ・小・中学校との農業体験。
・講演会を通して、身近な社会的問題を学びます。

社協との連携講座 社会福祉協議会と連携し、福祉講座として SDGs や防災に関わる学びをします。
広丘地区囲碁将棋大会 大人も子どもも囲碁・将棋を通して、コミュニケーションを図ります。

●教 養 部

回 日時 タイトル 講師 演奏

1 6月22日（木）
午前9時30分 出会えてよかった　ようこそ　ようこそ 白馬　義文さん

桔梗山郷福寺名誉住職
金子 響さん（ソプラノ）
田岡 将平さん（ピアノ）

2 7月20日（木）
午前9時30分

「ふるさと」を歌う
～高野辰之も室生犀星、石川啄木、島崎藤村も～

堀井　正子さん
文学研究家

3 9月14日（木）
午前9時30分 塀の中の中学生とともに 山田　富康さん

元塩尻東小学校長
矢野 修さん（ギター）
山田 富康さん（リコーダー）

●文芸サロン

回 日時 タイトル 講師

1 ７月15日（土）午後２時から 広丘で見られる昆虫たち 野溝　美憲さん
日本自然保護協会自然観察指導員）

2 10月17日（土）午後２時から 考古学から見た原始・広丘 小林　康男さん
元平出博物館館長

3 12月９日（土）午後２時から 信州のカノープス 丸山　祥司さん
MG プレス写真記者

※実施済または定員に達し募集をしていない催しがあります。
※申込方法は、「広丘公民館だより」をご覧ください。

●広丘学びのカフェ連続講座

●青少年育成部
講座名等 内　　容

ものづくり体験教室 工作や体験を通し、子どもたちにものづくりの楽しさを学んでもらう講座をします。
広っ子宿題お助け隊 夏休みに公民館会議室で宿題をする場を提供し　助っ人によるアドバイスも受けられます。
夏休み子ども講座 中学校や地元企業と連携した、夏休みの小学生向けの体験講座を開催します。
サマースクール公民館 小学生を対象に、子どもたちの夏休みの学びの機会を提供します。
えんてらすのクリスマス会 親子を対象としたクリスマス会を開催し一緒に楽しみます

令和５年度



（5）　　 　　第162号

「えんてらす」から見える風景
北部交流センター　コーディネーター　中野実佐雄

林　響
ひび

葵
き

 さん 竹田　柚
ゆ

月
ずき

 さん 吉田　陸
りく

 さん

柔道を始めたきっかけは何ですか？

６才の時に
やってみないか？
といわれたから

道場にかっこいい女のせん
ぱいがいて、そのせんぱい
にあこがれたお母さんにす
すめられて興味をもった。

強くなるためです。

全国大会に出場した印象はどうでしたか？

ぼくは２回目の出場でした。
みんな相手は強いけど１勝
できたからうれしかった。

すごく強そうな人がたくさ
んいてびっくりした。講道
館というおおきなぶたいに
立つこともとてもきんちょ
うした。

テレビで見たことがある選
手が先生でいたり、強そう
な子がいっぱいいました。

柔道以外に興味があること、趣味は何ですか？

サッカー、ガンプラ チアダンス、Ｋ－ＰＯＰ バーベキューを
庭でよくやります

好きな食べ物は何ですか？

かに、米、ラーメン 果物、特にスイカが
好きなので夏が楽しみ ステーキ

これからの抱負を一言

全日本選手権に出て
優勝したいです。

県大会でゆう勝できるよう
に個人戦もがんばります。
そして出口クリスタ選手や
堀川めぐみ選手に一歩でも
近づきたい。

次も出られるように、日々
のトレーニングをがんばり
ます。阿部一二三と丸山城
志郎みたいに練習をがんば
ります。

広 丘

柔道小学生団体の全国少
年大会に誠心館道場が出
場！出場した７人のうち
広丘小学校の３人にイン
タビューしました。

（写真）右から林響葵さん、
竹田柚月さん、吉田陸さん、
誠心館道場村山洸介館長

ゆ
っ
く
り
、
急
げ

１
９
７
３
年
、

ド
イ
ツ
の
児
童
文

学
作
家
ミ
ヒ
ャ
エ

ル
・
エ
ン
デ
が「
モ

モ
」を
発
刊
し
た
。
日
本
語
版
は
１
９

７
６
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
２
０

２
０
年
か
ら
の
３
年
間
続
い
た
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
、
人
の
価
値
観
が
随
分

と
変
化
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。
会
社
に
出
勤
せ
ず
、
自
宅
で

リ
モ
ー
ト
勤
務
を
す
る
。
学
校
も
休

校
に
な
り
自
宅
学
習
を
す
る
と
い
っ

た
事
態
に
陥
っ
た
。「
家
に
い
よ
う
」

が
社
会
全
体
で
叫
ば
れ
、
え
ん
て
ら

す
も
ご
多
分
に
漏
れ
ず
休
館
と
な
り
、

施
設
か
ら
人
気
が
消
え
て
し
ま
っ
た
。

み
ん
な
が
家
で
過
ご
し
、
突
如
と
し

て
こ
れ
ま
で
の
暮
ら
し
方
を
変
え
ざ

る
を
え
な
い
期
間
で
あ
っ
た
。「
モ
モ
」

は
こ
の
２
０
２
０
年
と
い
う
年
に
発

行
部
数
が
前
年
度
の
４
倍
に
膨
ら
ん

で
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で“
時
間
”

と
い
う
概
念
に
人
々
の
意
識
が
向
い

て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
モ
モ
」が
描
く
の
は
、
効
率
的

に
生
き
る
こ
と
を
勧
め
る「
灰
色
の

男（
時
間
ど
ろ
ぼ
う
）」に
だ
ま
さ
れ
、

時
間
の
節
約
に
あ
く
せ
く
す
る
人
々

の
姿
。
時
間
と
引
き
換
え
に
お
金
や

便
利
さ
を
手
に
す
る
も
の
の
、
次
第

に
心
の
余
裕
を
失
い
、
生
活
も
や
せ

細
っ
て
い
く
。
物
語
の
中
に「
モ
モ

は
カ
シ
オ
ペ
イ
ア
に
言
い
ま
し
た
。

『
も
う
ち
ょ
っ
と
は
や
く
歩
け
な

い
？
』『
オ
ソ
イ
ホ
ド
ハ
ヤ
イ
』と
カ

メ
は
こ
う
こ
た
え
る
…
こ
こ
で
は
そ

の
ほ
う
が
か
え
っ
て
は
や
く
す
す
め

る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。」
と

い
う
場
面
が
あ
り
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
は「
ゆ
っ
く
り
、
急
げ
」と
い
う

格
言
が
あ
り
、
日
本
で
は「
急
が
ば

ま
わ
れ
」と
も
い
う
。
時
間
に
追
わ

れ
慌
て
る
あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な
い

と
い
う
経
験
を
し
た
人
も
多
い
と
思

う
。
ビ
ジ
ネ
ス
は
時
間
を
か
け
て
物

事
を
進
め
て
は
成
り
立
た
な
い
と
も

い
わ
れ
る
効
率
重
視
の
世
界
だ
。「
タ

イ
パ（
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）」

と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
た
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
そ
の
価
値
観
に
少
し
お
か

し
い
ぞ
と
気
が
つ
き
、
自
分
の“
時

間
”を
見
つ
め
な
お
し
た
人
も
多
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
戻

ろ
う
と
し
て
い
る
今
年
は
“
時
間
”

に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

モ
モ
の
中
の
大
好
き
な
一
節「
光
を

見
る
た
め
に
は
目
が
あ
り
、
音
を
聞

く
た
め
に
は
耳
が
あ
る
の
と
お
な
じ

に
、
人
間
に
は
時
間
を
感
じ
と
る
た

め
に
心
と
い
う
も
の
が
あ
る
」
を
大

切
に
す
る
年
で
あ
り
た
い
。



第162号　　 　　（6）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

◆松くい虫被害のメカニズム◆ 

日本中で異常な松枯れ被害をもたらしている「松くい虫被害」は、松の伝染病のことで、病気を

起こす犯人はマツノザイセンチュウという目には見えない小さな線虫です。 

この線虫は自分で別の木に移動できませんが、線虫を健康な松に運んで、病気を広げているの

がマツノマダラカミキリというカミキリムシです。 

 猛威を振るう松くい虫被害

 

マツノザイセンチュウ 

  広丘地区でも最近よく見かける枯れた松・・・。なぜ枯れた松が増えてきたのでしょうか。それ

は、松くい虫による松枯れが猛威を振るい始めてきたのです。 

 特に被害が出ているのは九里巾の松林（風害を防止する重要な松林）です。林の中にはビニー

ルに覆われた丸太が積まれていますが、これらはすべて松くい虫被害で切り倒された松の木で、

ビニールの中で殺虫しているところなのです。 

 公民館や区の役員も被害を食い止めようと、被害に至るメカニズムを学び、予防薬剤を実際に

松へ注入するなど、広丘の松を守る取り組みを始めています。 

 枯れた松を見かけたら直ちに市役所農林課（0263-52-0280）へご連絡をお願いします。 

 地域の大切な原風景を、地域の皆で守っていきましょう。 

広丘地区でも最近よく見かける枯れた松・・・。なぜ枯れた松が増えてきたのでしょうか。それ

は、松くい虫による松枯れが猛威を振るい始めてきたのです。 

 特に被害が出ているのは九里巾の松林（風害を防止する重要な松林）です。林の中にはビニー

ルに覆われた丸太が積まれていますが、これらはすべて松くい虫被害で切り倒された松の木で、

ビニールの中で殺虫しているところなのです。 

 公民館や区の役員も被害を食い止めようと、被害に至るメカニズムを学び、予防薬剤を実際に

松へ注入するなど、広丘の松を守る取り組みを始めています。 

 枯れた松を見かけたら直ちに市役所農林課（0263-52-0280）へご連絡をお願いします。 

 地域の大切な原風景を、地域の皆で守っていきましょう。 

 

マツノマダラカミキリ 

出典：長野県林業総合センター 

出典：長野県林業総合センター 



健康づくりと仲間づくり

スポーツを通じ、明るく笑顔で、

広丘地区体育協会キャッチフレーズ
体協だより

（7）　　 　　第162号

広丘地区体育協会 会長　小野　宏
　広丘地区体育協会の総会（４月９日）において令和５年度の事業計画と予算が決まりま
した。専門部主催の大会に関しましては別表をご覧ください。恒例のふれあいスポーツ
教室も７回開催します。どなたでも参加いただける教室です。詳細は広報等でお知らせ
します。
　法人化20周年を迎えた塩尻市体育協会は「塩尻市スポーツ協会」への名称変更を決定

しました。下部団体である広丘地区体育協会も「広丘地区ス
ポーツ協会」への名称変更について協議してまいります。
　コロナ感染対策緩和措置を受け、専門部の活動が活発にな
っています。５月17日に開催された春季ゲートボール大会は
まさに「スポーツを通じ、明るく笑顔で、健康づくりと仲間
づくり」（協会のキャッチフレーズです）の雰囲気そのもの。
関係者の皆さまのご尽力に感謝申し上げます。
　中学校部活動の地域移行につきましては今年度中に市から
ガイドラインが提示されるとのこと。広丘地区体育協会も受
け皿としての環境整備を進めてまいります。

春季ゲートボール大会の様子（14名参加）

令和５年度 広丘地区体育協会事業計画 （上期分）
№ 大会名等 実施予定日 曜日 開会時間

1 広丘・吉田・高出地区ナイターソフトボールリーグ戦 ５月～８月 19：30

2 広丘・高出地区ソフトバレーボール交流会 ５月14日 日 ９：00

3 春季ゲートボール大会 ５月17日 水 ８：30

4 広丘・高出中学生春季ソフトテニス大会 ５月21日 日 ８：30

5 広丘・高出地区支部対抗野球大会 ５月28日 日 ８：00

6 春の広丘・高出ミニバレー交流会 ５月28日 日 ９：00

7 広丘・吉田・高出地区少年野球大会 ６月10日 土 ８：00

8 ダンススポーツ交流会 ６月18日 日 17：00

9 広丘地区剣道合同稽古会 ６月25日 日 ８：00

10 広丘・吉田・高出地区スポーツ少年団交流会 ７月８日 土 ８：00

11 市民スポーツ祭夏季大会 ７月16日 日

12 広丘地区剣道錬成会 ８月27日 日 ８：00

13 広丘・高出地区支部対抗野球大会（40歳野球） ８月27日 日 ８：00

14 広丘・高出地区支部対抗混合野球大会 ９月17日 日 ８：00

15 秋季ゲートボール大会 ９月20日 水 ８：30
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百
年
前
の
流
行
性
感
冒
㈩

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
多
く
の
感
染
者
が

い
る
中
で
令
和
５
年
５
月
８
日
に
新
局
面
を
迎

え
ま
し
た
。
感
染
法
の
位
置
づ
け
が
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ「
五
類
」に
移
行
し
ま
し

た
。「
病
気
と
し
て
の
脅
威
は
変
わ
ら
ず
、
感

染
対
策
は
引
き
続
き
重
要
だ
」と
指
摘
す
る
識

者
や「
ウ
ィ
ル
ス
自
体
は
な
く
な
ら
な
い
。
強

い
変
異
株
に
置
き
換
わ
る
可
能
性
も
あ
り
、
楽

観
は
で
き
な
い
」と
第
９
波
を
に
ら
み
医
療
体

制
を
整
え
る
病
院
の
こ
と
が
記
事
に
な
り
ま
し

た
。
マ
ス
ク
着
用
も
個
人
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

ま
し
た
が
、
自
己
防
衛
の
点
か
ら
簡
単
に
は
外

せ
な
い
の
が
現
状
で
す
。『
朝
日
新
聞
』は「
五

類
」移
行
に
よ
り
①
感
染
者
の
外
出
自
粛
、
検

温
や
消
毒
な
ど
の
感
染
対
策
は
自
己
判
断
に
な

る
た
め
、
他
の
人
に
感
染
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
高

ま
る
②
感
染
者
数
の
把
握
や
報
告
が
週
１
回
に

な
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
の
広
が
り
が
わ
か
り

に
く
く
な
る
③
医
療
費
の
一
部
が
自
己
負
担
に

な
る
こ
と
に
よ
り
、
受
診
を
た
め
ら
い
症
状
が

悪
化
す
る
な
ど
の
課
題
が
生
じ
る
と
指
摘
し
て

い
ま
す
。

　

世
界
保
健
機
関（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）に
よ
る
と
４
月
５

日
の
時
点
で
、
世
界
人
口
の
66
％
が
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
完
了
し
た
そ
う
で
す
。
感
染
時
に
重
症
化

す
る
高
齢
者
へ
の
接
種
率
は
82
％
に
と
高
い
接

種
率
に
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
や
長

野
県
、
塩
尻
市
で
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
ど
ん
な

状
況
で
し
ょ
う
。
五
類
に
移
行
し
た
翌
日
、
自

分
の
所
に
は
市
か
ら
五
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

券
が
届
き
ま
し
た
。
館
報
が
お
手
元
に
届
く
頃

は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
？

　
３
年
間
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
で
日
常
生
活
に
変

化
を
も
た
ら
し
、
多
く
の
教
訓
を
残
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
未
来
に
記
録
と
し
て
残
し
、
伝
え
て
い

く
こ
と
は
今
を
生
き
る
わ
た
し
た
ち
の
大
事
な

仕
事
で
す
。
政
府
や
長
野
県
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の

３
年
間
を
ど
の
よ
う
に
総
括
す
る
の
で
し
ょ

う
？　
自
分
に
と
っ
て
も
ど
う
で
あ
っ
た
か
を

『
ふ
る
さ
と
探
訪
』の
記
述
や
新
聞
記
事
等
を
も

と
に
記
録
に
残
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

前
号
で
は
大
正
９
年
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

よ
っ
て
ふ
た
た
び
流
行
し
た「
悪
性
風
邪
」を
乗

り
切
ろ
う
と
す
る
県
衛
生
課
長
の
１
月
10
日
付

け
の
談
話
を『
信
毎
』記
事
か
ら
紹
介
し
ま
し
た
。

北
里
研
究
所
で
の「
感か

ん

作さ

ワ
ク
チ
ン
」の
効
果
が

あ
る
か
ど
う
か
は
っ
き
り
し
な
い
段
階
に
あ
り

ま
し
た
が
、
感
染
者
数
や
死
亡
者
が
急
増
す
る

状
況
を
嗽う

が
い・
マ
ス
ク
・
安
静
・
服
薬
だ
け
で
は

乗
り
切
れ
な
い
と
判
断
し
、
不
安
を
か
か
え
な

が
ら
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
踏
み
切
ら
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
今
号
の『
ふ
る
さ
と
探
訪
』で
は
長
野
県
の

大
正
９
年
１
月
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
関
係
記
事
を

紹
介
し
、
ど
の
よ
う
な
形
で
接
種
が
お
こ
な
わ

れ
た
の
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
で
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
状
況
と
比
較
で
き
る
よ
う
に
、
当

時
の
新
聞
記
事
か
ら
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
談
話
を
発
表
し
た
県
は
百
人
分
の
ワ
ク
チ
ン

を
購
入
し
て
い
ま
す
。「（
ワ
ク
チ
ン
接
種
）は

い
や
だ
と
云
ふ
人
に
は
強
い
て
注
射
も
出
来
ぬ

が
、
先
づ
衛
生
員
で
も
県
庁
員
で
も
若
し
患
者

の
あ
っ
た
場
合
は
犠
牲
を
省
み
ず
試
験
用
に
供

し
て
み
る
つ
も
り
だ
。
而
し
て
若
し
成
績
が
良

い
と
し
た
な
ら
ば
臨
時
県
会
な
り
或
い
は
県
参

事
会
な
り
に
費
用
を
求
め
て
注
射
液
の
無
償
配

も
し
く
は
市
町
村
費
補
助
等
の
適
当
の
方
法
を

以
て
全
県
に
行
わ
し
め
る
」（
課
長
談
話
）
と
ワ

ク
チ
ン
の
無
償
配
布
と
全
県
実
施
の
方
向
を
示

し
ま
す
。
さ
ら
に「
急
を
要
す
る
設
備
に
至
っ

て
は
各
市
町
村
を
し
て
伝
染
病
院
、
隔
離
病
舎

等
に
も
何
時
で
も
病
者
を
収
容
し
得
る
や
う
に

予
め
準
備
す
る
」こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
松
本
地
方
で
は
歩
兵
五
十
聯
隊
の
将
卒
全
員

に
対
し
て
２
回
宛
て
予
防
注
射
を
行
っ
た
結
果
、

「
効
果
は
顕
著
で
あ
る
」と
い
う
こ
と
で
、
市
中

一
般
に
も
注
射
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、

松
本
郵
便
局
で
も
実
行
し
た
こ
と
、
高
等
学
校

や
松
本
中
学
校
で
も
実
行
す
る
こ
と
に
し
た
こ

と
を
記
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

県
庁
で
は
19
日
の
昼
休
み
に
予
防
注
射
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
知
事
先
づ
尻
り
込
む
」の
見

出
し
で
当
日
の
こ
と
が
記
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

知
事
は「
僕
は
も
う
二
、
三
日
し
て
か
ら
…
」と

答
え
た
こ
と
や「
知
事
や
警
察
部
長
な
ど
は
い

つ
の
ま
に
か
注
射
会
場
の
食
堂
か
ら
姿
を
消
し

た
」と
そ
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

時
に
注
射
し
た
の
は
13
名
で
接
種
後
の
経
過
は

「
何
等
反
応
な
く
経
過
し
て
い
る
」と
最
後
に
書

か
れ
て
い
ま
す
。
県
の
主
だ
っ
た
人
た
ち
の
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た
状
況
が

大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン

の
無
償
配
布
と
注
射
の
全
県
実
施
の
方
向
を
打

ち
出
し
た
長
野
県
で
す
が
、
い
つ
、
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
次
号
で
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
場

合
は
接
種
に
あ
た
る
医
師
や
看
護
師
、
県
知
事

も
率
先
し
て
摂
取
す
る
様
子
が
マ
ス
コ
ミ
で
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
太
田
秀
保
）

ふ
る
さ
と
探
訪

　

今
年
度
、
館
報
編
集
委

員
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
、
堅
石
分
館
長
の
百
瀬

宏
と
申
し
ま
す
。

　

何
分
、
不
慣
れ
で
不
行

き
届
き
の
点
が
多
々
あ
ろ
う
か
存
じ
ま
す

が
、
広
丘
公
民
館
お
よ
び
編
集
委
員
メ
ン

バ
ー
各
位
の
お
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
公

民
館
の
広
報
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
年

３
回
の
発
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
何

卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
３
年
余
り
に
及
ぶ
コ
ロ
ナ

禍
は
、
経
済
・
社
会
活
動
に
多
大
な
影
響

を
与
え
て
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
５
月

８
日
か
ら
の
感
染
症
法
改
正
を
含
め
、
明

る
い
兆
し
が
差
し
込
ん
で
き
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
も
と
よ
り
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

消
滅
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
経

済
・
社
会
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
く
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
公
民
館
報
を
通
し
て
様
々

な
情
報
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
各
位
の
ご
健

勝
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
編
集
の
後
記

と
い
た
し
ま
す
。

�

（
編
集
委
員
長　

百
瀬　

宏
）

編集
後記

区 世帯数 男 女 計

原新田 1,891 2,037 1,967 4,004

堅　石 1,044 1,279 1,308 2,587

郷　原 699 748 731 1,479

野　村 2,769 2,895 2,642 5,537

計 6,403 6,959 6,648 13,607

塩尻市 28,800 32,920 32,875 65,795

世帯数と人口
（令和５年６月１日現在）

第
66
回


